「メディア論」（担当：野原仁）２０２１年度　最終課題
1． 次のそれぞれの説明について、正しいものには○を、間違っているものには×をつけて下さい。（各３点）
(1) メディアとは、「情報を伝達する「入れ物」であると同時に、自然的コミュニケーションでは、相互主観的な関係のなかで意味が成立する「場」でもある」。
(2) マスメディアとは、「不特定多数の人々に情報を伝達するメディア」のことである。
(3) 情報とは、「メディアを使ってやりとりされる内容」のことである。
(4) マスコミュニケーションとは、「テレビ・新聞などのマスメディアを通じて、少数の人・集団が不特定多数の人々に情報を伝えること」である。
(5) 日常生活の中では、テレビ局・新聞社などの組織も「マスコミ」というが、正確には「マスメディア事業者」と呼ぶのが正しい。

(6) （マス）メディアの果たしている役割は、①情報の提供、②世界観・価値観の形成、③社会化（＝社会に適応していくこと）、である。
(7) （マス）メディアが提供する情報の内容は、（マス）メディアという組織が置かれている業界的な状況や組織の経営形態によって大きな影響を受ける。
(8) 説得とは、「①送り手が、②言語などのメディアを用いて、③非強制的に、④受け手の、⑤態度や行動を自分の意図する方向に、⑥何かしらの論拠を示した上で、⑦納得させて変化させようとする、⑧社会的な影響行為・過程」である。
(9) プロパガンダとは、「日本語では「政治宣伝」と訳され、特定の政治的目的に従って、個人・集団の態度と考え方に影響を与えて、自分の意図した方向に導く説得コミュニケーション活動」のことである。
(10) 説得コミュニケーションの実践的な活動のひとつがプロパガンダであり、その具体的な方法のひとつが宣伝である。
(11) 私たちの生活のあらゆる場面で、説得コミュニケーションは行われているが、その中でもプロパガンダ・情報操作などは、情報の受け手側が気づかないまま行われることが多いため危険である。
(12) 「原子力発電は安全です」というのは、概念上は「宣伝」であるが、政府が発表する場合には「広報」の側面を持ち、また電力会社や原発関連メーカーなどにとっては、「広告」の側面を有する。
(13) 「爆弾（肉弾）三勇士」の概要は、「1932.2.22の上海近郊廟行鎮の中国軍の防御線の突破作戦で、久留米の第24旅団の北川丞・江下武次・作江伊之助の３人が鉄条網破壊のため点火した破壊筒を持って突入し爆死した。陸軍は３人を覚悟の行為と宣伝して＜軍神＞化し、弔慰金の献金、与謝野鉄幹作詩の歌、映画や演劇などによって三勇士ブームを創り出して軍国熱を煽った。貧しい家の出身である３人による天皇への忠誠心が共感をよび、42年版の第５期国定国語教科書などに載った」というものである。
(14) 「戦争プロパガンダ10の法則」の一つに、「われわれは領土や金銭のためでなく、偉大な使命のために戦う」というものがある。
(15) 牡丹峰（モランボン）楽団のメンバー全員が非軍人である。
(16) 香川県高松市の自然食品会社「ちろりん村」が、「原発バイバイ」の字幕が入ったCMを制作したが、1990年6月に西日本放送で2回放送された後に放送打ち切りを決定
(17) アニメの語源は、ラテン語で「霊魂」を意味するamimoである。
(18) ナチスのプロパガンダの目的は、①ナチ党への全体的忠誠、②ヒトラーに対する個人崇拝、③反ユダヤ＆アーリア人種至上主義、④優生思想の普及・正当化、の四つである。
(19) ドキュメンタリーとは、現実社会のなかの事件・紀行・人物・自然などを描いた映像作品のことである。
(20) 放送局は誰でも自由につくることができる。
２．北朝鮮の主なアニメ作品を、何でもいいので一つ記して下さい。（１０点）
３．ハリウッドのメジャースタジオを７つ挙げて下さい。（各５点）[image: image1.png]



